
燃えるごみは、リサイクルセンター
●衣類●生ごみ●貝殻●ゴム では受付・処理しません
●発泡スチロール類・ストロー 持込みは下記の岩手沿岸南部クリー
●アルミホイル、使用済みラップ ンセンターへ直接搬入してください
●使い捨てカイロ ・木材等の大きさは、長さ5０ｃｍ、
●汚れたプラスチック容器包装 　太さ３０ｃｍ以内にして下さい。
●下着、靴、カバン、毛布 ・布団はたたんでヒモでしばり、１回に
●プラスチックの植木鉢、ざる 　１組を出すようにお願いします。
●ポリタンク(空の状態の物）など ・中が見える袋に入れて出しましょう。

・生ごみは必ず水切りをしましょう。

広告・チラシは一緒で構いません

宛名は剥がして燃えるごみへ

ごみ回収容器にバラ入れしましょう。

スプレー缶は使い切り、穴を開けてから
出しましょう。

汚れの取れない物は、「燃えるごみ」
キャップとラベルは、はがしてプラスチック製容器包装に出しましょう。 に出しましょう。

食べ残しや汚れをきれいに落として
中が見える袋に入れて出しましょう。
（レジ袋可）
汚れの取れない物は、「燃えるごみ」
に出しましょう。

ごみ回収容器にバラ入れしましょう。

枝は、太さ10㎝以内、長さ70㎝以内。 １家庭で１回あたり５束（袋）まで
ごみ、石・金属などの異物を取除いて袋に 回収します。
入れてください できるだけ、自家処理お願いします。
リサイクルセンターでは、堆肥化処理
しています

大きさ
50㎝～150㎝
重さ
50㎏以内
（2名で運べる程度） ◆
解体せずに出して下さい

大きいものは、直接
搬入してください ◆ パソコンは、各メーカーが引き取ることとなっています。

※リサイクルセンターで受け付けることはできません。
・産業廃棄物：壁材、瓦、コンクリート ※施工業者が産業廃棄物として処分する。
・ガスボンベ(プロパン)、消火器、薬品、タイヤ、バイク、バッテリー等 ※販売店に相談する。
・事業系ごみ：廃棄書類、食品加工によって出る生ごみ、漁具、農具 ※事業で出たごみは少量でも家庭用集積所には出せません。

大槌町小鎚第１７地割６３番地字曽根 月曜日～金曜日（土日祝日は除く） 釜石市大字平田第3地割81番地3 月曜日～金曜日（土日祝日は除く）
  　☎　0193-42-7570      ☎　0193-27-7020

家庭ごみは100㎏まで無料 家庭ごみは、20kgまで無料。
100kgを超える場合は、10kgまでごとに80円を加算。 20kgを超え100kgまでは一律100円。
事業ごみは10㎏毎に120円 100kgを超える場合は、10kgまでごとに200円を加算。

事業ごみは10㎏毎に200円
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水ですすいで、汚れを取ってから中が見
える袋に入れて出しましょう。

金属性のふた・キャップは燃えないごみ
に出しましょう。
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テレビ、エアコン、洗濯機・衣類乾燥機、冷蔵庫・冷凍庫を廃棄
する際は、購入店か小売店に依頼をするか、郵便局で家電リサイ
クル券を購入し、指定引取場所（日本通運㈱釜石支店）へ搬入し
て下さい。

汚れが取れない物は
燃えないごみへ
割れたビンも回収し
ます。

水 銀 含 有 製 品
(燃えるごみとは別の袋)

燃 え な い ご み
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濡れるとせっかくの資源がごみになって
しまいます。雨の日はできるだけ出さ
ず、次回出すようにお願いします。

ヒモでしばって出すか、中身が見える袋
か紙袋に入れて出しましょう。

水ですすいできれいにしてから、乾かし
て出しましょう。

油紙、カーボン紙、感熱紙は
燃えるごみへ出しましょう。

空　き　缶

ビ　　　　ン

プラスチック
製容器包装

大槌町リサイクルセンター

9：00～12：00、13：00～16：00 8：30～12：00、13：00～16：30

燃えるごみ持込み先　　燃えるごみ以外でも受付します。

岩手沿岸南部クリーンセンター（岩手沿岸南部広域環境組合）

直接持ち込み先　　　燃えるゴミ以外を受付します。

※ごみの出し方・分け方は保存版となりますので捨てないでください。ごみの出し方・分け方は町のホームページか
ら、または役場町民課窓口・リサイクルセンターで入手できます。

　　　大槌町　ごみの出し方・分け方
☎大槌町リサイクルセンター　　TEL：42-7570
　大槌町小鎚第１７地割６３番地字曽根午前8時30分までにごみをお出しください

出せるもの（例）と出し方分別の種類

受付時間9：00～12：00、13：00～16：00（土日・祝日を除く）

燃
え
る
ご
み

※新型コロナウイルス感
染症拡大による影響のた
め衣類の資源化が困難と
なったため、今年度から
衣類は可燃ごみとして集
積所に出すようにお願い

します。

新聞・紙類

回収しないもの

ペットボトル
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草・枝

ダンボール

牛乳パック
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●金属製の物●ガラス・陶器類●缶やビンの金属製のふた（キャップ）

●傘（ビニールや布部分はできるだけ取り除いてください）

●使い捨てライター（ガスは抜ききってから出してください）

●刃物は、刃の部分をテープ等で覆ってから出してください

●ソファー（二人用）●机・イス●家具●自転車

●ガスレンジ

●家電製品 ※家電リサイクル法に該当する製品は対象外

など

●水銀使用の体温計・血圧計は割れないように袋に入れましょう

●乾電池だけを袋に入れて出しましょう

●蛍光灯は、割れないように買った時の箱などに入れて出しましょう


